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このたびは、弊社のレーザ溶接用スキャニングシステム GWM-FL/STD2-002 をお買い求

めいただきあ りがと う ございます。

本製品を正し くお使いいただくために、 この 「取扱説明書」 を最後までお読みください。
また、 ご覧になった後は大切に保管してください。

1. 本書の構成

本書は、 レーザ溶接用スキャニングシステム GWM-FL/STD2-002 の設置、 保守、 仕様に

ついて記載しています。 パソコン用アプリ ケーシ ョ ン 「SWDraw2」 で、 溶接を制御する

方法ついては、 SWDraw2 の取扱説明書を参照してください。

本書は、 以下の編によって構成されています。

• スキャナコ ン ト ローラ編

スキャナコン ト ローラの各部名称や、 機器の設置方法、 機器の保守方法、 仕様が記載
されています。

• スキャナヘ ッ ド編

スキャナヘッ ドの各部名称や、 機器の設置方法、 機器の保守方法、 仕様が記載されて
います。

• 保証について

• 住所一覧

2. ご注意

• Microsoft Windows は、 米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ

る登録商標または商標です。

• 本書に記載されている会社名、 製品名は、 それぞれ各社の商標または登録商標です。

• 本書の内容の一部、 または全部を無断で転記するこ とは禁止されています。

• 本書の内容については、 将来予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

• 本書の内容については万全を期しており ますが、 万一不可解な点や、 誤り、 お気付き
の点があ り ましたら、 ご購入先にご連絡ください。

• 本装置と組み合わせてご使用になる製品 （パソコンなど） の使用説明書も併せてお読
みください。

本書について
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3. 本書の表記方法について

ハー ド ウ ェ アやソ フ ト ウ ェ アの損害やエラーの発生を防止するために、 必ず
守っていただきたい情報を記載し ています。

特定のテーマに関する補足情報を記載し ています。

メ ニュー、 アイ コ ン、 ボタ ン、
ウ ィ ン ド ウ、 タ ブ

［］ で囲んで表記し ます。
（例） ［OK］ ボタ ンを選択し ます。

キーボー ド上のキー ＜＞で囲んで表記し ます。
（例） ＜ Tab ＞キーを押し ます。

参照先 『』 で囲んで表記し ます。
（例） 『第 8 章 3.2 　 パスワー ド を変更する』 （5 ページ） を参照し

て く だ さい。


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1. 安全上の注意

ご使用の前に、 この 「安全上の注意」 をよ くお読みになって、 正し くお使いください。

• こ こに示した注意事項は、 製品を安全にお使いいただき、 使用者や他の人々への危害
や損害を未然に防止するためのものです。 いずれも安全に関する重要な内容ですの
で、 必ずお読みください。

• 表示の意味は、 次のよ うになっています。

第 1 章 特に注意していただきたいこ と

取り扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負う危険が切迫し て生じ る こ
とが予想される もの。

取り扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負う可能性が想定される もの。

取り扱いを誤った場合、 人が傷害を負う危険が想定される ものおよび物的損
害の発生が想定される もの。

「禁止」 を表し ます。 製品の保証範囲外の行為についての警告です。

製品をお使いになる方に、 必ず行ってほしい行為を表し ます。

△記号は、 危険 • 警告 • 注意を促す内容がある こ と を表し ます。
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装置の分解 ・ 修理 ・ 改造は絶対にし ない
感電や発火のおそれがあ り ます。 取扱説明書に記載されている メンテナンス以外のこ とは
しないでください。

ビームを見た り触れた り し ない
直接光も散乱光も危険です。 また、 レーザ光が直接目に入る と失明するおそれがあ り ます。

装置の焼却、 破壊、 切断、 粉砕や化学的な分解を行わない
本製品には、 ガ リ ウムひ素 （GaAs） を含む部品が使用されています。

保護 メ ガネを着用する
装置を使用している場所では、 必ず保護メガネを着用してください。
保護メガネを着用しても、 保護メガネを通してレーザ光が直接目に入る と失明するおそれ
があ り ます。 保護メガネはレーザ光を減衰するもので、 遮断できるものではあ り ません。

レーザ光を人体に照射し ない
やけどをしますので絶対におやめください。

電源ケーブル ・ 接続ケーブル類を傷つけない
踏みつけたり、 ねじったり、 引っ張ったり しないでください。 ケーブルが破損する と、 感
電 ・ シ ョート ・ 発火の原因とな り ます。
修理や交換が必要なと きは、 お買い上げの販売店または弊社までご連絡ください。

指定されたケーブル類を確実に接続する
容量不足のケーブル類を使用したり、 接続の仕方が不十分だと、 火災や感電の原因とな り
ます。

光フ ァ イバは確実に接続する
接続の仕方が不十分だと、 やけどや火災の原因とな り ます。

異常時には運転を中止する
こげ臭い ・変な音がする ・非常に熱くなる ・ 煙が出る、 などの異常が現れたまま運転を続
ける と、 感電や火災の原因とな り ます。
すぐにお買い上げの販売店または弊社までご連絡ください。

ス ト ッパを使う
レーザ光が人に当たる と危険です。 メンテナンス時にレーザ光を出力する場合は、 ス ト ッ
パ ( 高温に耐える光の吸収 ・散乱体 ) を使い、 レーザ光がス ト ッパよ り先へ照射するのを防

いでください。
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作業用の衣服を着用する
保護手袋、 長袖の服、 革製の前掛けなどの保護具を着用してください。
飛散する散り ( スパッ タ ) が肌に直接当たる とやけどをします。

水をかけない
電気部品に水がかかる と、 感電やシ ョートのおそれがあ り ます。

し っかり し た場所に取り付ける
製品が倒れたり、 取り付けた場所から落ちたりする と、 けがの原因になり ます。

可燃物を置かない
レーザ照射時に発生する散り ( スパッ タ ) が、 可燃物に当たる と、 火災の原因とな り ます。

可燃物が取り除けない場合は、 不燃性のカバーで覆ってください。

消火器を配備する
溶接作業場には消火器を置き、 万一の場合に備えてください。

保守点検を定期的に実施する
保守点検を定期的に実施して、 損傷した部分 ・部品は修理してから使用してください。

レーザ光を燃えやすい物に照射し ない
引火性の高い物質や、 可燃物に照射しないでください。 発火するおそれがあ り ます。

接続プ ラグは、 ほこ り を取り、 根元まで確実に差し込む
ほこ りが付着していたり、 差し込み方が不十分だったりする と、 発熱し発火の原因とな り
ます。

プ ラグの抜き差しは、 プ ラグの根元を持って行う
コードの部分を引っ張って抜く と、 コードが破損して感電や発火の原因とな り ます。

毛布や布などをかぶせない
使用中に毛布や布などをかぶせないでください。 過熱して発火するこ とがあ り ます。
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2. 取扱上の注意

(1) 反射率の高い材料 （金、 銀、 銅、 アル ミ など） にスキャニングをする場合は、 必ず
弊社にご相談 く ださい。

使用条件によっては、 スキャナヘッ ド内部が焼損するおそれがあ り ます。

(2) レーザ光 ・ レーザ装置の取り扱いについて十分な知識と経験を有する方をレーザ安
全管理者と し て く ださい。

レーザ安全管理者は、 レーザ装置のキースイ ッチを管理し、 レーザ取扱作業者に対
して安全知識を周知させ、 作業指揮をと るよ うにして ください。

(3) レーザ光にさ ら されるおそれのある区域は、 囲いを設けるなど し て区画を し て く だ
さい。

また、 この区域は責任者が管理し、 関係者以外の方が入らないよ うに、 標識を明示
してください。

(4) 周囲温度 5 ～ 35 ℃、 周囲湿度 80%RH 以下の、 急激に温度が変化し ない場所で使

用し て く だ さい。 また、 次のよ う な場所での使用は避けて く だ さい。

・ ちり、 ほこ り、 オイルミ ス トの多いと ころ

・ 振動や衝撃の多いと ころ

・ 薬品などを扱う と ころ

・ 強いノ イズ発生源が近くにある と ころ

・ 結露するよ うなと ころ

・ CO2 NOx SOx などの濃度が高い雰囲気中 （CO2 濃度 0.1% 以上の場所では、 イ

オン交換樹脂の寿命が短くなる場合があ り ます。）

(5) 寒冷時に、 暖房始動時などの急激な温度変化があ り ますと、 レンズ表面が結露し、
ゴ ミ が付着し た り く も りが生じ た り し ます。 急激な温度変化は避けて く だ さい。 ま
た始動時から出力が低下し ている場合は、 結露し ているおそれがあ り ます。 ただち
に使用を中止し て く だ さい。 も し、 結露の疑いがある場合は、 レンズ表面をチ ェ ッ
ク し て く だ さい。

(6) 製品外部の汚れは、 柔らかい布または水を少し含ませた布で拭いて く だ さい。 汚れ
がひどいと きは、 中性洗剤を薄めたものか、 アルコールで拭き取って く ださい。 シ
ンナーやベンジンなどは、 変色や変形のおそれがあるので、 使用し ないで く ださい。

(7) 本体内部にネジなどの異物を入れる と、 故障の原因と な り ますのでおやめ く ださい。

(8) 本機は、 付属の取扱説明書に記載されている方法に従って操作し て く だ さい。

(9) パソ コ ン と スキャナコ ン ト ローラの接続中は、 スキャナコ ン ト ローラの電源を OFF
にし ないで く だ さい。

(10) パソ コ ンを接続し ている場合、 パソ コ ンからのオフ ラ イ ン処理後、 約 15 秒間はパ

ソ コ ンから メ モ リ カー ドへのアクセスを行います。 この間はスキャナコ ン ト ローラ
の電源を OFF にし ないで く だ さい。

(11) パソ コ ンを接続し ている場合、 スキャナコ ン ト ローラの電源を OFF にするまでは、

絶対に USB ケーブルを抜かないで く だ さい。

(12) 安定し たスキャニングを行う ために、 電源を入れてから約 10 ～ 30 分間はアイ ド リ

ングし て く だ さい （アイ ド リ ング時間は、 気温やワークの材質によ って変わり ま
す）。
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(13) メ モ リ カー ドは、 必ず弊社から購入し たものを使用し て く だ さい。 市販のメ モ リ
カー ド を使用する と、 正常に動作し ないこ とがあ り ます。

(14) メ モ リ カー ドは、 必ずスキャナコ ン ト ローラの電源を OFF にし て抜き差し し て く

だ さい。 電源が ON の状態で抜き差しする と、 データが失われた り、 メ モ リ カー ド

が使用できな く なる恐れがあ り ます。

(15) メ モ リ カー ドのデータは、 定期的にバッ クア ッ プ し て く だ さい。 メ モ リ カー ドの
データが壊れる と、 正常にスキャニングできな く なった り、 装置が起動できな く
なった りする恐れがあ り ます。

(16) メ モ リ カー ド コネク タの抜き差し回数耐久性については、 コネク タ メ ーカーの公称
値によ り ます （10000 回）。

(17) レーザを使用する区域に管理者や作業者が立ち入る場合は、 MPE* 値以下と なるよ

う な危険防止策が必要です。
*MPE ： 最大許容露光量。 レーザ光が目に入った り皮膚に当たった と きに許容でき

る安全なレベル。 Maximum Permissive Exposure の略。

＊ その他、 レーザ管理および MPE 値についての詳細は、 次の規格を参考にしてくださ

い。

日本産業規格 JIS C 6802 「レーザ製品の安全基準」

厚生労働省通達 基発第 0325002 号 「レーザー光線による障害の防止対策について」

『警告 ・注意ラベル表示内容』

3. 廃棄について

本製品には、 ガ リ ウムひ素 （GaAs） を含む部品が使用されています。 廃棄する場合に

は、 一般産業廃棄物や家庭ごみと分別し、 関係法令に従って廃棄処理を行ってください。



  

9

GWM-FL

2
章

　
特

長
ス

キ
ャ

ナ
ヘ

ッ
ド

編

レーザ装置の光ファイバで伝送されたレーザ光の出射部に本製品を使用し、 スキャナコ
ン ト ローラ と組み合わせるこ とで、 高精度なレーザ溶接用スキャニングシステムを実現
する装置です。

また、 本製品を使用するこ とで、 温度ド リ フ トの軽減、 繰り返し位置精度向上、 スキャ
ニング速度の向上といったスキャナ性能アップが図れます。

第 2 章 特長
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1. 全体構成

第 3 章 システム構成
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2. 各部の名称とはたら き

2.1. 背面

(1) ヘ ッ ド I/F コネク タ

ヘッ ド制御外線ケーブルでスキャナコン ト ローラの HEAD1 ～ 3 I/F コネクタに接

続します。

(2) スキャナコネク タ

スキャナケーブルでスキャナコン ト ローラの SCANNER1 ～ 3 コネクタに接続しま

す。

(3) コ リ メ ータ レンズユニ ッ ト 接続口

コ リ メータレンズユニッ ト を接続します。

(4) fθ レンズ接続口

fθ レンズを接続します。

2.2. 上面

(1) LED （黄）

レーザ装置の LD が ON になる と点灯します。
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(2) LED （緑）

レーザ装置のシャッ タが開く と点灯します。

座標軸 XY と レンズ中心の位置関係は、 下図のとお り です。
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1. 開梱

1.1. 梱包箱の運搬

1.2. 梱包物の確認

梱包物が次の一覧と一致するか、 ご確認ください。

＊が付いた部品は、 スキャナヘッ ドに組み込まれています。

第 4 章 設置

梱包箱を運搬する際は、 台車を使用するか、 2 人以上で運んで く だ さい。

寸法 質量 （梱包物含む）

スキャナヘ ッ ド用梱包
（付属品を含む）

約 420 （H） ×350 （W） ×370 （D） mm 『第 6 章 2. スキャナ

ヘ ッ ド ユニ ッ ト (21 
ページ )』 を参照

品名 数量

スキャナヘ ッ ド 1

fθ レンズ＊ 1

コ リ メ ータ レンズユニ ッ ト ＊ 1
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2. 機器の設置

2.1. 設置条件

以下の図を参考に、 スキャナヘッ ドを設置してください。

このと き、 空気が滞留しないよ うに設置してください。

また、 スキャニングのと きに粉塵やほこ りが発生するこ とがあ り ますので、集塵機の設置
をおすすめします。

必要な設置間隔と耐質量

A 　 上部間隔 300mm 以上

B 　 右部間隔 300mm 以上

C 　 左部間隔 300mm 以上

D 　 前部間隔 300mm 以上

E 　 後部間隔 300mm 以上

F 　 質量 『第 6 章 2. スキャナヘ ッ ド ユニ ッ ト (21 ページ )』 を参照

G 　 ワークデ ィ ス タ ンス 『第 5 章 3. 加工パラ メ ータ (18 ページ )』 を参照

光フ ァ イバには、 最小曲げ半径が決められています。 接続するレーザ装置の
取扱説明書を参考にし て、 最小曲げ半径以下に曲げないよ う に設置し て く だ
さい。

（前部） （後部）

C

B

D

（前部） （後部）

E

光ファイバ
最小曲げ
半径以上

加工面

A

F

G
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なお、 設置の際は、 以下の点に注意してください。

(1) 装置の個体差やスキャニング条件などによ り、 ワークデ ィ ス タ ンス （レンズ用保護
ガラスの下部端面よ り焦点位置までの距離） が変わる こ とがあ り ますので、 ±10mm
前後の調整ができるよ う に設置し て く だ さい。

(2) 設置後にスキャナヘ ッ ドの水平度を調整、 保持できるよ う に設置し て く だ さい。

(3) スキャナヘ ッ ドの取付台は、 厚さ 10mm 以上の金属製一枚板を使用し て く だ さい。

(4) スキャナヘ ッ ドの取付台は、 振動し ないよ う にし て く だ さい。

運転時の許容振動は 0.1G 以下ですが、 それ以下の振動でも、 印字の品質低下や変

形、 装置の故障の原因とな り ます。

(5) 取付台は、 搬送ラ イ ンや他の装置から独立し て設置し、 振動や衝撃が加わらないよ
う にし て く だ さい。

(6) ヘ ッ ド を 2 台対向させて使用する場合は、 相手側のヘ ッ ド にレーザが照射し ないよ

う に設置し て く だ さい。

レーザが相手側のヘッ ド内部に入射する と、 ヘッ ド内部を焼損させるおそれがあ り
ます。

(7) 反射率の高い材料 （金、 銀、 銅、 アル ミ 、 ステンレス、 鋼鉄など） にスキャニング
する場合は、 正しい焦点位置で使用し て く だ さい。

レンズ焦点以外にワークを置く と、 レーザのワーク反射光によ り、 ヘッ ド内部を焼
損するこ とがあ り ます。

(8) レーザ光が天井に向けて出射されないよ う に設置し て く だ さい。

レーザ出射部をのぞき込むおそれがあ り ます。 また、 保守作業が困難になり ます。

2.2. 機器の接続

(1) 各外線ケーブルおよび外部制御ケーブルは、 他の動力線と一緒に束ねないで く だ さ
い。

ノ イズの影響によ り、 誤動作の原因とな り ます。

(2) 光フ ァ イバの接続の際は、 フ ァ イバ端面にほこ りや傷が付かないよ う に気を付けて
く だ さい。

スキャナヘッ ド と光ファイバに付属のキャップは、 光ファイバを外したと きに使用
しますので、 大切に保管してください。

(3) パソ コ ン と スキャナコ ン ト ローラ を接続する場合は、 ド ラ イバのイ ンス ト ールが必
要です。 ド ラ イバのイ ンス ト ールについては、 SWDraw2 の取扱説明書を参照し て

く だ さい。

(4) オプシ ョ ンの CCD カ メ ラ をご注文いただいた場合、 専用の電源、 ケーブル、 ク ロ

スラ イ ン発生器すべてが付属されます。

スキャナヘ ッ ド を移動する と きは、 レンズに触れないよ う に、 左右底面を
持って く だ さい。 ケーブルやフ ァ イバは持たないで く だ さい。
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1. 基本仕様

* 出射ユニッ ト、 コ リ メータレンズ、 fθ レンズは含みません。

第 5 章 仕様

項目 仕様

対応波長 1060 ～ 1100nm、 650nm （ガイ ド光）

最大許容レーザパワー 1000W

周囲温度
5 ～ 35 ℃ （結露凍結なきこ と）

注 ) 周囲温度 5 ℃未満の環境で使用する場合には、 弊社へご相談ください。

周囲湿度 80%RH 以下 （結露凍結なきこ と）

保管温度 -10 ～ 55 ℃ （結露凍結なきこ と）

保管湿度 80%RH 以下 （結露凍結なきこ と）

輸送振動 （梱包状態） 1.0G 以下 （水平）、 2.0G 以下 （鉛直）

輸送衝撃 （梱包状態） 10.0G 以下 （水平）、 20.0G 以下 （鉛直）

粉塵、 オイル ミ ス ト IP50

電磁適合
性規格

イ ミ ュニ
テ ィ

以下に適合 ：
IEC61000-4-2( 静電気イ ミ ュニティ ： 接触放電 ±6kV　気中放電 ±8kV)
IEC61000-4-3( 放射電磁界 ： 10V/m 80 ～ 1000MHz)
IEC61000-4-4( ファス ト ト ランジェン トバース ト ノ イズ ： 電源 ±2kV　伝送ライン
±1kV)
IEC61000-4-5( 雷サージ ：電源 (L1-L2) ±1kV　電源 (L1-E,L2-E) ±2kV)
IEC61000-4-6( 伝導イ ミ ュニティ ： 10V/m 0.15 ～ 80MHz)
IEC61000-4-8( 磁界イ ミ ュニティ ： 36A/m)
IEC61000-4-11( ディ ップ / 瞬断 )

エ ミ ッ
シ ョ ン

以下に適合 ：
EN55011:2007+A2:2007( 放射雑音 )
EN55011:2007+A2:2007( 伝導雑音 )

最大スキャニング速度 28.76rad/s

スキャナ整定時間 2ms 以内

電源電圧 24V±1.2V

消費電力 平均 ：約 7W （1 ヘッ ドあたり）、 ピーク時 ：約 40W （1 ヘッ ドあたり）

外形寸法 * 230(W)×250(D)×200(H)mm

質量 * 約 6.5kg
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2. レンズユニ ッ ト ラ イ ンア ッ プ

対応機種
フ ァ イバ
コネク タ

コ リ メ ータ レンズ fθ レンズ
加工エ リ ア

（mm）
部品番号 f 部品番号 f （mm）

MF-C500A-M
ML-6810C QBH

1190076
1190077
1190078

f60AS
f80AS

f100AS

1186257 f82 □ 20

1190425 f163 □ 78

1178932 f306 □ 150

1178919 f420 □ 220

MF-C1000A-S QBH

1190076
1190077
1190078
1190079
1190080

f60AS
f80AS

f100AS
f120AS
f150AS

1186257 f82 □ 20

1190425 f163 □ 78

1178932 f306 □ 150

1178919 f420 □ 220

MF-C300A-SF
MF-C500A-SF RQB

1190076
1190077
1190078
1190079
1190080

f60AS
f80AS

f100AS
f120AS
f150AS

1186257 f82 □ 20

1190425 f163 □ 78

1178932 f306 □ 150

1178919 f420 □ 220
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3. 加工パラ メ ータ

* 環境温度変化範囲が 1 ℃以下、 かつウォームアップから 30 分以上後の仕様です。

■ 加工速度について ( 使用条件によ り変わり ます )

1 ポイン トの加工に必要な時間 T は、

T (ms) ＝ ( 移動時間 ) ＋ ( ジャンプ後待ち時間 ) ＋ 1ms ＋ ( レーザ出力時間 ) ＋ 1ms

の計算でおよその値は求められますが、 実際の加工時間とは異なる場合があ り ます。

• 使用条件 例 1．
レーザ出力 パルス幅 2ms
各ポイン ト間の移動距離 1mm 以内

加工エリア φ35mm
ジャンプスピード 2300mm/s
1 ポイン ト あた りの加工時間 6ms
加工速度 約 166 ポイン ト／秒

• 使用時間 例 2．
レーザ出力 パルス幅 5ms
各ポイン ト間の移動距離 10mm 以内

加工エリア φ100mm
ジャンプスピード 4700mm/s
1 ポイン ト あた りの加工時間 9.002ms
加工速度 約 111 ポイン ト／秒

ただし、 使用するレーザ装置の最大定格出力を超えないこ と

結像比 加工エ リ ア
ワークデ ィ ス

タ ンス
位置分解能

繰り返し
位置精度 *

加工位置
ド リ フ ト

0.6

□ 20 mm
±0.5% 約 84.6 mm 2 µm 8 µm 以下 2 µm/°C 以下

0.7
0.8
1.0
1.4
1.1

□ 78 mm
±0.5% 約 205 mm 4 µm 15 µm 以下 6 µm/°C 以下

1.4
1.6
2.0
2.7
2.1

□ 150 mm
±0.5% 約 374 mm 8 µm 30 µm 以下

12 µm/°C
 以下

2.6
3.0
3.8
5.1
2.8

□ 220 mm
±0.5% 約 499 mm 11 µm 40 µm 以下

16 µm/°C 
以下

3.5
4.2
5.3
7.0

ただし、 移動時間 (ms) ＝移動距離 (mm)÷ ジャンプスピード (mm/s)
ジャンプ後待ち時間 (ms) ＝ 2 （デフォルト ）

レーザ出力時間 (ms) ＝ 1,2,3 ・ ・ ・
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4. レンズ種別による各パラ メ ータの設定範囲

* 「ワブ リ ング幅」 および 「ワブ リ ング周波数」 は、 パラ メータの組み合わせによ り設定値どおりに動

作しない場合があ り ます。

レンズ種別 f82 f163 f306 f420

加工エ リ ア (mm) □ 20 □ 78 □ 150 □ 220

始点 X 座標 /
X 座標

最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

始点 Y 座標 /
Y 座標

最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

終点 X 座標
最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

終点 Y 座標
最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

中心 X 座標
最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

中心 Y 座標
最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

構成点 X 座標
最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

構成点 Y 座標
最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

半径
最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

X オフセッ ト  /
 Y オフセッ ト

最小値 (mm) -10 -39 -75 -110

最大値 (mm) 10 39 75 110

スキャニング
速度

最小値 (mm/s) 1 1 1 1

最大値 (mm/s) 2300 4700 8000 10000

ジャンプ
スピード

最小値 (mm/s) 1 1 1 1

最大値 (mm/s) 2300 4700 8000 10000

ワブ リ ング幅 *
最小値 (mm) 0.01 0.01 0.01 0.01

最大値 (mm) 5 5 5 5

ワブ リ ング
周波数 *

最小値 (Hz) 1 1 1 1

最大値 (Hz) 1000 1000 1000 1000
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1. スキャナのみ

第 6 章 外観図

単位 ： mm

上図には、 出射ユニッ ト、 コ リ メータレンズ、 fθ レンズは含まれていません。
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2. スキャナヘ ッ ド ユニ ッ ト

2.1. f82

合計質量 ：約 9.6kg

単位 ： mm

* 取付板推奨寸法については、 『第 6 章 2.5. 取付板推奨寸法図 (25 ページ )』 を参照してください。



2. スキャナヘ ッ ド ユニ ッ ト
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2.2. f163

合計質量 ：約 11.3kg

単位 ： mm

* 取付板推奨寸法については、 『第 6 章 2.5. 取付板推奨寸法図 (25 ページ )』 を参照してください。
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2.3. f306

合計質量 ：約 10.6kg

単位 ： mm

* 取付板推奨寸法については、 『第 6 章 2.5. 取付板推奨寸法図 (25 ページ )』 を参照してください。
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2.4. f420

合計質量 ：約 9.8kg

単位 ： mm

* 取付板推奨寸法については、 『第 6 章 2.5. 取付板推奨寸法図 (25 ページ )』 を参照してください。
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2.5. 取付板推奨寸法図

fθ 推奨穴径 （A）

f82 103

f163 160

f306 155

f420 130

単位 ： mm
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1. 点検 ・ 交換作業にあたって

この章では、 お客様自身で行っていただける簡単な保守作業について説明します。

装置の性能が正し く発揮されるよ うに、 1 年ごとの定期点検と 2 年ごとの総点検をおす

すめします。

詳細については、 弊社までお問い合わせください。

2. 部品交換について

保守部品は、 使用している うちに性能が劣化し、 修理や交換が必要な場合があ り ます。
以下の表を参考にして、 定期的に点検してください。

*1 作業周期はメンテナンス時期および部品期待寿命であ り、 保証期間とは異なり ます。

第 7 章 機器の点検 ・ 交換

装置を安全に停止するため、 保守作業は、 装置の電源を切り、 5 分以上

待ってから行って く だ さい。
電源が入ったまま装置の内部に触れる と、 感電するおそれがあ り ます。

• 保守部品については、 弊社純正の部品をご使用 く だ さい。
• 非純正部品または非純正部品のご使用に起因する不具合への対応につい

ては、 保守契約期間または保証期間内であっても有償と な り ます。

品名 型式 作業周期
（目安） *1

保守内容 *2

f レンズ

f82 S4LFT0082/328

5 年 交換
f163 SL-1064-94-163Q-V1

f306 PO1160337

f420 S4LFT1420/328

f レンズ

保護ガラス

f82 S4LPG0082/328

毎日
1 年 *3

清掃
交換

f163 WFS-138-2.5

f306 PO1162296

f420 S4LPG4160/328

スキャナ
ユニ ッ ト

X モータ

ユニ ッ ト
PO1155776

109 シーク *4 交換
Y モータ

ユニ ッ ト
PO1155778
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*2 交換は、 寿命が来たと きや、 焼損したり、 欠陥があったり した場合に実施します。

*3 装置の使用条件によって異なり ます。

*4 モータユニッ トの作業周期は、 スキャナモータのベア リ ングの寿命が来たと き と定義しています。 ベ

ア リ ングが寿命となるシーク回数は 1000000000 （10 億） 回ですが、 実際の作業周期は、 お客様の使

用するレイアウ トや稼働時間によって異なり ます。 例えば、 微少角の移動を高速に繰り返すよ うなア

プリ ケーシ ョ ンの場合は、 ベア リ ングの摩耗が早くなる傾向があ り ます。

3. 保護ガラスの点検 ・ 交換

保護ガラスは、 大気中のゴ ミやワークからのスパッタなどによってレンズが汚れるのを
防ぎます。 保護ガラスが汚れる と、 レーザのパワーロスが発生します。 そのため、 定期
的に清掃や交換が必要です。

保護ガラスが汚れたら、 清掃または交換してください。

3.1. 準備する

保護ガラスの清掃 ・交換には、 以下のものが必要です。

・ エアブロー

・ レンズク リーニングペーパー

・ エタ ノール

3.2. 保護ガラスを清掃する

1 レーザ溶接装置の電源を切り ます。

2 エアブローでほこ り を飛ばし ます。

3 エアブローでほこ りが取れない場合は、

ク リーニングペーパーにエ タ ノ ールを
数滴付け、 図のよ う に保護ガラスの中
央から、 らせん状に軽 く 拭き取り ます。

エタ ノールで拭いても汚れが落ちない場合は、 保護

ガラスを新品と交換してください。

3.3. 保護ガラスを交換する

1 レーザ溶接装置の電源を切り ます。

らせんを描くように拭いてください

スキャナヘッド底面
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2 保護ガラスホルダを回し て取り外し ま

す。

3 保護ガラスホルダの段差部に、 新しい保護ガラスを入れます。

4 保護ガラスホルダを元どお り に取り付けます。

落と し て保護ガラスを割らないよ う に注意し て く だ さい。

• 保護ガラスは、 きちんと段差部に収まっていないと破損するおそれがあ
り ます。

• 保護ガラスによ っては、 向きがあ り ますので注意し て く だ さい。

fレンズ

スキャナヘッド底面

○ ×
保護ガラスホルダ断面図
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